
180-参・予算委員会 平成 24年 03月 14日 

※厚生年金および年金機構の改革について、障害者福祉についての質問に対する答弁 

 

 

 

○谷岡郁子君 総理、ありがとうございます。 

 こういう形でやはり認めていただくこと。だから、その上で野党の皆様方も、やはり私

たちも与党になってみないと分からないこと、野党の時代には皆様のことが分かっていな

かったということを素直に認めたいと思いますし、またその上でしっかりと議論に付き合

っていただきたいということをお願い申し上げたいと思います。 

 そしてその一方で、かつて年金記録が消失されて、そしてその問題から分かってきたこ

とが、本当に社保庁による放漫な年金運用、また天下りが目立つ体質というようなことで、

どこを向いているのか分からない、そういう状況でありました。そして、実は社保庁から

年金機構になってもこの体質、根っこのところは全く変わってないのではないかというこ

とが今回のＡＩＪ問題などのことで明らかになってきたのではないかと思います。 

 そして、それを考えますと、今後の一元化、統合ということに向けては、やはり今のま

まの厚生年金、今のままの社保庁の体質、これを置いたままでやるということになれば、

本当に悪いもの、そしてむしばまれた方に、良いもの、健全なものを言わば統合すること

になりかねないと。そして、なぜこういう状況になっているかといえば、実は共済という

ものは非常に堅実な運用を行ってきたとか、その運用の在り方について委員会をつくって

当事者の関係者たちが集ってやはり協議をしてきた等、実は厚生年金にも今後取り入れて

いくべきようなものが多々あるのではないかと思います。 

 その意味におきまして、もちろん一元化ということは必要ですが、統合に当たっては、

素直に現在の厚生年金に、まあ制度上統合されても、厚生年金自身、またそれをつかさど

る年金機構自身については大胆な改革が必要だと思われますが、それについてお答えいた

だきたいと思いますが、見解を伺えないでしょうか。 

 

○副大臣（辻泰弘君） 御指摘をいただきましたけれども、厚生年金基金の役職員への国

家公務員ＯＢの再就職につきましては、行政機関との調整力などの視点にとどまらず、潜

在力に着目した採用となるよう公募を徹底する旨、厚生労働大臣から要請をしてきたとこ

ろでございます。 

 今回、国家公務員ＯＢの再就職の実態について全厚生年金基金に対し調査を行わせてい

ただいておりまして、その結果を踏まえ、その趣旨が徹底されるよう対処していきたいと

思っております。 

 なお、本日、厚生年金基金等の資産運用に関する特別対策本部を厚生省内に立ち上げて

対応していきたいと思っております。また、積立金の運用につきましては、専門委員会を

設けまして検討を行っておるところでありまして、その結果を踏まえて対処していきたい

と思っております。 

 いずれにいたしましても、しっかりと対応させていただきまして、厚生年金の適切な運

営に努めつつ公的年金制度の一元化を進めていきたいと、このように考えております。 

 

○谷岡郁子君 是非、厚生年金の運用だけではなくて、実は民間の保険機構などとの関係、

そして関連性の在り方というものについても、また民間の保険機関に対するチェックとい

うことについても今後しっかり考えてやっていただきたいと思います。 …（以下略） 

 

（中略） 



 

○小西洋之君 どうもありがとうございました。 

 官房副長官もお答えいただきましたように、請願制度の在り方は国会の専権事項といい

ますか我々が考えるべきことですので、ただその中で、やはり国民からいただいた請願を

ちゃんと一番生かすような形で国会として取り扱う、そのことについては、ある意味与党

も野党もなく、請願制度の機能の一つとして国会の行政監視という機能もあろうかと思い

ますので、先般、国会において与野党協力した事業仕分が行われましたけれども、そうし

た精神にのっとって是非この請願制度の在り方を各党各会派を超えて検討するということ

を、委員長始め、あとこの委員会に御参集の各委員会の先生方に御提案をさせていただき

まして、次の質問に移らせていただきます。 

 次の質問でございますけれども、障害者福祉について伺わせていただきたいと思います。 

 この平成二十四年度の予算要求におきましては、障害福祉サービスの予算でございます

けれども、前年比千百億円増の七千八百八十四億円と、八年前の約二倍の伸びを見せてお

ります。これは平成十八年の障害者自立支援法の施行によるいわゆる義務的経費としてこ

うした費用が確実に措置されるようになったということでございますけれども、私も、実

は父親が脳卒中で倒れて二十一年余り寝たきりでありました一級障害者の遺族なんですけ

れども、父親が倒れた三十年前の状況を考えると、こうした義務的経費制度を入れました

自公政権における自立支援法の制定というものについて、私は一定の大きな意義を率直に

称賛の意味で申し上げたいと思います。 

 この自立支援法でございますけれども、昨日の十三日に閣議において、障害者の日常生

活及び社会生活を総合的に支援するための法律案、すなわち新法として閣議決定をされた

ところでございます。この新法の制定に当たりましては、五十一の障害者団体が集う総合

福祉部会の提言、すなわち骨格提言を踏まえて制定に至ったものでございますけれども、

まず、では厚生労働省にお尋ねさせていただきますけれども、この新法の意義について答

弁をお願いいたします。 

 

○副大臣（辻泰弘君） 御指摘いただきました法案につきましては、内閣府の総合福祉部

会の骨格提言を踏まえまして、昨年十月以降、民主党厚生労働部門障がい者ワーキングチ

ームなどで御議論をいただき、昨日、閣議決定をさせていただいたところでございます。

その過程におきましては、小西委員にも大変積極的な御参画、御提言をいただきましたこ

と、この場を借りて御礼を申し上げたいと思いますが。 

 今回の法案におきましては、まず第一に、障害者基本法を踏まえた基本理念の創設や法

律の根幹となる名称や目的規定の見直しを行う、二つ目に、制度の谷間のない支援を提供

する観点から障害者の定義に難病の方々などを含めること、そして三つ目に、重度訪問介

護の対象を拡大することやケアホームをグループホームに一元化すること、四番目に、障

害福祉計画の定期的な検証と見直しを通じたサービス基盤の計画的整備などの見直しを行

うことによりまして、障害者の方々にとって地域社会で安心して暮らすことができる体制

を整備するということをさせていただいたところでございます。 

 また、障害福祉サービスの在り方や障害程度区分の認定を含む支給決定の在り方等、検

討に時間を要するものにつきましては、施行後三年を目途に見直しの検討を行い、その検

討に当たっては、障害者やその家族の方々の御意見を反映させていただくということにさ

せていただいたところでございます。 

 今後とも、こうした法律の抜本的な見直しに加えまして、予算措置など総合的な対応を

図ることによって、障害があっても当たり前に地域で暮らしていける、そのような社会を

実現すべく取り組んでいきたいと思います。 

 



○小西洋之君 ありがとうございました。 

 この度の新法の策定に当たりましては、私もその取組に参画をさせていただいたのです

けれども、今副大臣から御説明がありましたように、医療法の例えば体系にはあるけれど

も今までの障害者の制度の体系にはなかったＰＤＣＡの仕組み、つまり障害者の政策を進

めるための計画体系を随時見直していくというような仕組みを入れたり、あるいはそれに

基づいて総合的かつ計画的な施策の推進という固有の基本理念を入れたり、あるいはこの

障害者の政策を推進していくに当たって当事者である障害者やあるいはその家族の方の思

いをしっかりと受け止めるためのその仕組みとして「意見を反映させるために必要な措置

を講じる」という、我が国の法律の中で一番強力な条文を入れるようなこと、これ、私全

て提案させていただきまして、入れさせていただいたようなところでございます。 

 私は、こうした成果によって、今回のその新法でございますけれども、非常に高い大き

な意義があるものというふうに存じます。骨格提言の内容を計画的かつ段階的に進めてい

くための確かな基盤ができたと、そのように私も強く認識しているところでございます。 

…（以下略） 

 


